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社会学研究科入学試験問題（修士課程）
―2019.9.2 

科目「教育学」

※指示に従って以下の問いに答えなさい（問題I、IIの解答はそれぞれ別の解答用紙に記入するこ
と。また問題IIについては、選択した問題番号を必ず解答欄の冒頭に明記すること）。

問題 I 以下の文章は、福澤諭吉が1889(明治 22) 年8 月 5日に『時事新報』の社説として発表した
「文明教育論」の 一 節である。あなたの教育への関心から論評しなさい（共通問題。受験者全
員が解答すること）。

【出典】山住正己編『福沢諭吉教育論集』岩波書店、1991年、p.135。

問題II以下の4間の中から1問を選択し、解答欄の冒頭に選択した問題番号を明記した上で、解答
しなさい。

問1: カントは『啓蒙とは何か』(1784年）で、「啓蒙とは人間が自ら招いた未成年状態から抜け出ること
である。未成年状態とは、他人の指導なしには自分の知性を用いる能力のないことである。 …

（中略）…したがって、啓蒙の標語は、…（中略） …「自分自身の知性を用いる勇気をもて！」であ
る。」と述べている。そして、これを前提に、『教育学講義』 (1803年）では、「教育の最も重要な問
題のひとつ」として「私は強制があるにもかかわらず自由〔を使用する能力〕をどのように開発して
いく〔ことができる〕のだろうか」という近代教育の根本問題を提出している。この問題についてあ
なたはどう考えるか。哲学的ないしは思想史的に論じなさい。

問2: 従来、日本教育史研究はこの国の諸動向のみに視線を投ずる「 一 国史」や、学校教育の史的
展開のみに着眼する「学校史」という傾向を帯びていたといわれる。この「 一 国史」ならびに「学
校史」という傾向をもたらした要因として何が考えられるのか、またこの傾向を克服する研究の
視座ないし方法論としていかなるものが求められるのか、あなたの所見を記しなさい。

問 3: 比較教育学において、「教育借用(educational borrowing) 」が批判の対象になることがあ
る。それはなぜか。あなたの研究テーマ•関心に基づいて、具体例をあげながら、論じなさい。

問4: あなたが本塾の修士課程に入学できたら探求したいといま考えている教育•発達 ・ 学習に関わ
る研究テーマを簡潔に説明し、それが広い意味での心理学とその関連境域（発達心理学 ・ 認
知心理学・学習心理学 ・ 社会心理学·進化心理学のような心理学の諸分野のみならず、社会
学、文化人類学、教育経済学、行動遺伝学、脳神経科学、比較認知科学など関連領域を含
む）のどの理論や専門的な概念と結びつけ、どのような方法論でアプロ ー チし、どのような結果
や知見を得ることを期待しているか、論じなさい。その際、あなたが結びつけようと考えている
理論や専門的な概念にアンダ ー ラインを引きなさい。








